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１．研究目的と背景 

本研究は，市販されている複数の化粧水をモ

ニタに使用してもらい，モニタによる使用感が

購入動機につながるかどうかを明らかにする

ものである． 

市販されている複数の化粧水の中から消費

者が購入するものを決定する場合，店頭におい

ては試用が可能であるが，多くの場合，パッケ

ージのイメージと，メディア CM での印象，ネ

ットでの使用者の評価や周囲の口コミで選択

されていると考えられる．一方で，市場調査の

ためのアンケートを実施する場合，紙面を使う

にせよ，ネットアンケートを実施するにせよ，

多くの人数に試用してもらってのアンケート

はほとんど不可能であり，パッケージの印象と

各社から出される効能を見るしか判断材料が

ない． 

昨年度，当時の大学 1 年生 11 名を対象にモ

ニタ評価した(佐藤ら[2])ところ，その範囲で

は，化粧水のほとんどの機能が購買行動につな

がっておらず，結局，金額とパッケージで購入

していることが分かった．このときの反省とし

て，モニタの対象者が化粧水を使用する対象年

齢よりも低かったのではないか，モニタの年齢

層をもう少し高くすれば，機能を重視した結果

が得られるのではないかと考えた．そこで，本

研究ではモニタの対象年齢を 20 代以上の広い

世代に拡大し，再度のモニタ調査を行うことに

した． 

また，本研究の目論見として，地元企業にお

ける化粧品の販売支援のためのデータ提供と

いう側面がある．このため，対象商品の一つと

して地元秋田で販売されている高清水化粧品

の「酒屋のスキル化粧水」を加え，全国販売さ

れている化粧水との比較を行う． 

 

２．研究方法 

神田[1]が提唱する新商品企画七つ道具(Neo 

P7)を援用する．先ずは有識者に米から化粧品

に応用できる技術的な特性をインタビューす

る．次に，その特性を生かした化粧水の需要を，

メンバーの生活の中から探索する．その結果か

ら商品アイディアを抽出し，グループインタビ

ューにて女性が意識する機能のポイントを評

価構造図で明らかにする．その後，それを評価

項目とするアンケートを実施し，化粧水に求め

られる特性を絞り込む．最後に，その特性を生

かした商品のスペックを抽出する． 

グループインタビュー等から，よく使われる

化粧水や今後使ってみたいものを挙げてもら

い，図 1に示す 7種類の化粧水を選んだ．昨年

度と一部入れ替えている． 

 

 

図 1. 対象となる化粧水 



 

A.高清水化粧品 酒屋のスキル化粧水(180ml; 

1,350円) 

B.イプサ ザ・タイムRアクア(200ml; 4,620円) 

C.POLA モイスティシモローション(125ml; 

5,500円) 

D.ELIXIR ルフレ バランシング ウォーター 

化粧水2とろとろタイプ(168ml; 3,058円) 

E.花王 キュレル化粧水Ⅲとてもしっとり

(150ml; 2,000円) 

F.KOSE 米肌肌潤化粧水(120ml;6,116円) 

G.SK-Ⅱ フェイシャルトリートメント

(230ml;18,920円) 

 

３．モニタ調査 

 対象とする7種類の化粧水をモニタに実際に

使用してもらい評価項目に沿って5段階評価し

てもらった．評価項目は，以下の 8項目である．

昨年の反省から一部の評価項目を入れ替えて

いる． 

 

（１） 美白(感じない-感じる) 

（２） 保湿(感じない-感じる) 

（３） 匂い(弱い-強い) 

（４） べたつき(感じない-感じる) 

（５） 刺激(感じない-感じる) 

（６） パッケージ 

(手に取りにくい-手に取りやすい) 

（７） 値段(安い-高い) 

（８） 購入したいか(購入したくない-購入

したい) 

 

モニタの対象者は秋田県立大学本荘キャン

パスの女性教職員 15 名である．年齢層は 20 代

から 60 代と幅広い．3 月に化粧水を配布し，7

種類の化粧水を各 2日間試用してもらった．具

体的には次の手順で行った． 

 

① 被験者に説明を行い，同意を得る． 

② 化粧水を持ち帰ってもらい，1種類について

3 日間試用してもらう．3 日×7 種類=21 日

間なので，約 3週間での実施となる． 

③ 1種類の利用が終わった段階でその効果を5

段階で評価してもらう． 

④ 全種類の評価が終わったところで, オンラ

インアンケートに結果を書き込んでもら

う． 

 

アンケートは Google Forms を使ってオンラ

インで回答を得た．14 名から回答があった．年

齢の内訳は 20 代 7 名，30 代 4 名，40 代以上 3

名である．このとき，個人を特定する質問をし

なかったため，研究しているメンバーは誰がど

の回答をしているのか把握できない． 

 

４． 分析結果 

アンケート結果を用い，顧客満足度(CS)グラ

フとスネークプロットを用いて分析する． 

 

4.1 CS グラフ 

顧客満足度(CS)グラフの結果を図 2に示す． 
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図 2. CS グラフ 

 

図 2 は，項目(1)～(7)について，縦軸にはそ

れぞれの平均満足度，横軸には，項目(8)購入

したいかとの相関係数をプロットしている．縦

に引いた水準線より絶対値で大きい値は相関

係数における r検定で有意となる水準を表す．

匂い，べたつき，刺激において負の相関がみら

れる．これは，モニタ全体の購入動機において，

においは弱い方が好ましく，べたつきは感じら

れない方が好ましく，刺激は感じない方が好ま

しいと判断していることを示している． 

一方，正の方向で有意となった項目にパッケ



ージ，保湿，値段，美白がある。このうち，パ

ッケージについては大学生と同様に購入動機

として強い相関係数を示している．一方，値段

における相関が正であるのは大学生との大き

な違いであり，これは対象となったモニタが，

必ずしも価格の安いものが好ましいと評価し

ているわけではないことを示すものである．ま

た，保湿と美白は化粧水の機能といえるもので

あるが、モニタはどちらかといえば保湿を気に

していることが判る． 

購入動機として相関係数が有意となったも

のに着目すると，パッケージが好ましく，値段

が適切で，保湿効果が感じられ，匂いが感じら

れないものが選ばれる可能性が高いことが判

る． 

 

4.2 スネークプロット 

各化粧水の評価項目と説明変数の平均値を

スネークプロットで示す(図 3)． 
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図 3. スネークプロット・全体 

 

図 2 の結果から，図 3を値段，パッケージ，

保湿，匂いに着目してみると，パッケージと保

湿である程度評価されている「B イプサ」が購

入意向の最も高い商品である．一方，値段とパ

ッケージが B 以上に高い評価である「E 花王キ

ュレル」が Bの次に評価が高かった．一方，保

湿において最も評価が高かった「E POLA モイス

ティシモローション」は，匂いが最も感じられ

ると評価されたため，購入意向が最も低い結果

となっている。 

 なお，地元企業の化粧水である A高清水化粧

品の「酒屋のスキル化粧水」であるが、保湿が

他の有力化粧品並みに高いと評価されている

が，値段も安いと感じられているが，パッケー

ジが評価されておらず，結果として 7種類のう

ち 5番目の購入意向となっている． 

 もう一つ注目される結果がある．7 種類のう

ち最も値段が高い「G.SK-Ⅱ フェイシャルトリ

ートメント」である．美白について最も感じら

れるという評価であるものの，匂いが強く，パ

ッケージの評価も悪く，値段が高いため，結果

として購入意向が最下位となった． 

 

4.3 年齢層別スネークプロット 

 年齢に応じて評価が変わってくる可能性が

る．そこで，20 代と 30 代以上とに分けてスネ

ークプロットをしてみる．先ず 20 代の場合を

図 4に示す． 
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図 4. スネークプロット・20 代 

 

 図 4 をみると，「G SKⅡフェイシャルトリー

トメント」で全員が強い匂いを感じており，デ

ータ全体のスネークプロットと傾向が異なっ

  



ている。また、購入意向についても「B イプサ

ザ・タイム」と「E 花王キュレル」が他よりも

高い購入意向を示している．B と E のグラフを

見ると，他の項目では平均値が低いため，これ

は大学生でのモニタと同様，パッケージと値段

で購入意向が決まってくる傾向が読み取れる． 

 一方、30代以降のスネークプロットを図 5に

示す． 
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図 5. スネークプロット・30 代以上 

 

 この図を見ると，匂いとべたつきにおいて「C 

POLA モイスティシモローション」の評価が際立

っている．20代において，匂いの評価が高いの

は「G SK-Ⅱフェイシャルトリートメント」，

べたつきにおいて「A 酒屋のスキル化粧水」が

最も高かったことを考えると，この 2項目につ

いては年齢の進行によって評価に変化がみら

れる可能性がある。一方，購入意向については、

20 代ほどの差はみうけられない．購入意向が最

も高い「D ELIXIR ルフレバランシングウォータ

ー」の他の評価を見ると，機能面での評価も充

実しており，この世代になってようやく機能面

を重視する傾向があることが読み取れる． 

 

５．まとめ 

 本研究では，本荘キャンパスの女性職員を対

象に化粧水の評価を実施した．その結果，購入

動機としてパッケージが好ましく，値段が適切

で，保湿効果が感じられ，匂いが感じられない

ものが選ばれる可能性が高いことが判った．こ

れは，昨年実施した大学生モニタでの結果，即

ち，化粧水のほとんどの機能が購買行動につな

がっておらず，結局，金額とパッケージで購入

しているという結果とは異なり，大人の場合は

保湿効果と匂いがないといった機能性にも考

慮していることが判った． 

 一方，20 代と 30 代以上の層別でスネークプ

ロットを行った結果，20代における購入意向は

昨年の大学生における調査と同様，機能は重視

せず価格とパッケージで決まってくる傾向が

みられる一方，30 代以上になると，機能性が重

視されてくる傾向がみられた． 

 ところで，本研究の目標は「アンケート対象

市場と同世代の少人数のモニタに試用しても

らい，その評価データを同時に提示することに

より，アンケート被験者の判断材料を増やして

アンケートの正確性を高めようとするもの」で

あった． 

 この観点で，今回の結果を活用するならば，

パッケージと値段を重視する 20 代以下の年齢

層では，ネット通販による化粧水の広告宣伝は

十分に訴求力を持つが，30 代以上の年齢層に訴

求するには，機能性を重視した広告宣伝が必要

であると考えられる． 
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